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第
15
回
定
時
総
会

収
支
決
算
の
承
認
・

新
役
員
の
選
任

　

公
益
社
団
法
人
静
岡
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
第
15
回
定
時
総
会
が
６
月

19
日
に
静
岡
労
政
会
館
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
宣
言
に
続
き
、
一
木
理
事
長
か

ら
「
セ
ン
タ
ー
で
は
、
令
和
７
年
度
か

ら
令
和
11
年
度
の
５
年
間
を
計
画
期
間

と
す
る
第
３
次
中
期
計
画
が
ス
タ
ー
ト

し
た
と
こ
ろ
だ
が
、
こ
の
計
画
の
初
年

度
と
な
る
令
和
７
年
度
末
の
会
員
数
の

目
標
は
２
，
７
９
５
人
の
と
こ
ろ
、
目

標
を
32
人
上
回
る
２
，
８
２
７
人
と
な一木理事長あいさつ

表彰状を授与される古田会員

監査報告を行う村松監事

り
、
順
調
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

こ
の
要
因
と
し
て
は
、
計
画
ど
お
り

に
事
業
を
実
施
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、

成
果
が
表
れ
た
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ

に
加
え
て
、
令
和
６
年
度
総
会
で
議
決

を
い
た
だ
き
、
制
度
変
更
を
し
た
ゴ
ー

ル
ド
会
員
制
度
が
あ
る
。
何
ら
か
の
事

情
に
よ
り
、
現
在
就
業
で
き
な
い
会
員

の
皆
さ
ま
が
セ
ン
タ
ー
を
退
会
す
る
こ

と
な
く
、
会
員
と
し
て
在
会
で
き
る
よ

う
、
会
費
を
正
会
員
会
費
の
年
額
２
千

円
を
２
分
の
１
に
減
額
す
る
と
い
う
制

度
だ
が
、
２
年
前
ま
で
は
80
歳
以
上
と

い
う
年
齢
要
件
を
設
け
て
い
た
と
こ

ろ
、
様
々
な
要
望
を
い
た
だ
き
、
年
齢

要
件
を
廃
止
す
る
制
度
変
更
を
し
た
。

そ
の
結
果
、
令
和
６
年
度
末
に
６
人
だ

っ
た
ゴ
ー
ル
ド
会
員
数
は
、
令
和
７
年

度
末
は
59
人
と
な
り
、
こ
の
制
度
改
正

を
多
く
の
方
に
利
用
い
た
だ
い
た
こ
と

も
会
員
数
の
増
加
に
大
き
く
貢
献
し
た

と
考
え
て
い
る
。

　

本
年
は
計
画
の
２
年
目
と
な
る
が
、

昨
年
同
様
、
計
画
に
沿
っ
た
事
業
を
し

っ
か
り
と
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
引
き

続
き
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
い
。」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
長
年
に
わ
た
り
事
業
の
振
興

に
尽
く
さ
れ
た
表
彰
状
受
賞
者
62
名
の

会
員
を
代
表
し
て
、
古
田
治
会
員
に
表

彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
定
時
総
会
に
入
り
、
議
長

に
秋
山
健
常
務
理
事
が
選
出
さ
れ
、
出

席
会
員
数
等
資
格
審
査
報
告
（
会
員
数	

２
，５
４
３
名
、
う
ち
出
席
者
、
議
決

権
行
使
数
及
び
委
任
状
の
合
計
１
，

６
５
０
個
）に
よ
り
定
足
数
を
満
た
し
、

総
会
が
成
立
し
て
い
る
旨
を
議
長
が
宣

言
し
た
後
、
議
事
録
署
名
人
の
指
名
が

行
わ
れ
、
続
い
て
議
案
審
議
に
入
り
ま

し
た
。

第
１
号
議
案　

令
和
７
年
度
決
算（
案
）

に
つ
い
て

　

議
案
説
明
後
、監
査
結
果
に
つ
い
て
、

監
査
人
か
ら
監
査
報
告
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

第
２
号
議
案　

理
事
18
名
の
選
任（
案
）

に
つ
い
て

第
３
号
議
案　

監
事
２
名
の
選
任（
案
）

に
つ
い
て

　

以
上
３
件
に
つ
い
て
、
原
案
ど
お
り

承
認
さ
れ
、
併
せ
て
４
件
の
報
告
が
事

務
局
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
定
時
総
会
終
了
後
に
開
催
さ

れ
た
理
事
会
に
お
い
て
、
理
事
長
、
副

理
事
長
及
び
常
務
理
事
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

任
期
は
、
第
17
回
定
時
総
会
終
結
時

ま
で
で
す
。
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総会の様子

◆
新
役
員

理
事
長　
　

秋
山　
　

健つ
よ
し

（
行
政
経
験
者
）

副
理
事
長　

髙
橋　

光
秋（
地
区
班
）

常
務
理
事　

秋
山　
　

知さ
と
る

（
行
政
経
験
者
）

理　

事　
　

斉
藤　

康
博

（
静
岡
商
工
会
議
所
理
事
）

　

〃　
　
　

杉
田　

文
昭

（
静
岡
市
高
齢
者
福
祉
課
長
）

　

〃　
　
　

望
月　
　

充（
地
区
班
）

　

〃　
　
　

服
部　

雅
温（
地
区
班
）

　

〃　
　
　

安
倍　

章
代（
地
区
班
）

新
理
事
長
就
任
あ
い
さ
つ

秋山　健
つよし

理事長

　
会
員
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
当
セ
ン
タ
ー
の
様
々
な

活
動
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
多

く
の
関
係
団
体
の
皆
様
方
に
も
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
私
、
秋
山
健
は
、
６
月
の
第
15
回
定
時
総
会
に
引
き
続
き
開
催
さ

れ
た
理
事
会
に
お
き
ま
し
て
、
理
事
長
に
選
定
さ
れ
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
事
務
局
長
、
常
務
理
事
と
し
て
の
経
験
を
活
か
し
、
昨
年
度

ス
タ
ー
ト
し
た
第
３
次
中
期
計
画
を
着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、
会
員
の
皆

さ
ん
に
セ
ン
タ
ー
の
会
員
で
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
精
一
杯

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
２
年
間
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
就
業
を
通
じ
て
社

会
参
加
を
し
て
も
ら
い
、
生
き
が
い
や
健
康
の
増
進
、
人
と
の
つ
な
が
り
を

持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
就
業
以
外
で
も
セ
ン
タ
ー
会

員
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
セ
ン
タ
ー
情
報
の
発
信
方
法
を

充
実
さ
せ
る
ほ
か
、
会
員
同
士
の
横
の
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
の
で
き
る
機

会
の
提
供
と
し
て
、
地
区
班
や
会
員
互
助
会
等
の
活
動
情
報
な
ど
も
お
届
け

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
協
力
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

紹介される石山理事

　

〃　
　
　

齊
藤　

定
明（
地
区
班
）

　

〃　
　
　

中
嶋　

明
男（
地
区
班
）

　

〃　
　
　

杉
林　

良
二（
地
区
班
）

　

〃　
　
　

片
川　

昌
弘（
地
区
班
）

　

〃　
　
　

大
村
和
貴
子（
地
区
班
）

　

〃　
　
　

石
山　

詔
士（
職
群
班
）

　

〃　
　
　

川
口　

令
子（
職
群
班
）

　

〃　
　
　

森　

恵
美
子（
女
性
役
員
）

　

〃　
　
　

松
永　

公
子（
女
性
役
員
）

　

〃　
　
　

山
田　

君
代（
女
性
役
員
）

監　

事　
　

藤
岡　
　

進（
会
員
監
事
）

　

〃　
　
　

村
松　

淳
旨（

公
認
会
計
士
）
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◆就業委員会

◆総務・広報専門委員会

◆管理事業専門委員会

　役員の改選に伴い、各委員会委員も新しくなりました。
　各委員会の所掌事項と委員は次のとおりです。皆さんのセンターでの活動がより良いものになるよう、
検討してまいります。皆さんのご協力をいただくこともあると思いますので、よろしくお願いします。

【所掌事項】
⑴会員の就業の確保及び開拓並びに会員拡大に係る調
査、研究、広報活動に関すること

⑵就業条件、就業時間、就業期間、年齢基準その他就
業に関すること

⑶事業所の訪問等による就業開拓活動に関すること
⑷その他目的達成に必要なこと
【委員長】秋山知常務理事
【委　員】望月充、服部雅温、安倍章代、齊藤定明、

杉林良二、大村和貴子、松永公子
【事務局】橋本東事務所長、川口西事務所長、

稲葉副主幹、志賀主査

【所掌事項】
⑴センター事業の運営、普及宣伝に関すること
⑵会報の編集発行に関すること
⑶会員の入退会に関すること
⑷地区班に関すること
⑸会員の健康と安全に関すること
⑹他の委員会に属さないこと
【委員長】川口令子
【委　員】大村和貴子（副委員長）、齊藤定明、

森恵美子、平岡健一、石原明、千葉恵美子、
長島秀文

【事務局】秋山局長、橋本東事務所長、
川口西事務所長、稲葉副主幹、志賀主査、
澤西主査

【所掌事項】
⑴駐車場及び駐輪場に関すること
⑵管理事業の開拓及び提供に関すること
⑶管理事業に関係する研修及び能力開発に関すること
⑷管理事業への就業に係る相談等に関すること
【委員長】望月充
【委　員】中嶋明男（副委員長）、片川昌弘、浦山哲三、

今井伸保、知識博則、稲益勝廣
【事務局】橋本東事務所長、川口西事務所長、

鈴木主事、多々良嘱託員、深澤嘱託員
管理事業就業会員への接遇講習会の様子
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◆技能・軽作業事業専門委員会

◆福祉・家事援助専門委員会

◆安全就業委員会

【所掌事項】
⑴植木剪定、造園等に関すること
⑵清掃除草等屋内外の軽作業に関すること
⑶高年齢者に適した当該事業の開拓及び提供に関すること
⑷技能、軽作業等事業の調査見積等に関すること
⑸当該事業の研修及び能力開発に関すること
⑹当該事業への就業に係る相談に関すること
⑺独自事業の開発及び運営に関すること
【委員長】髙橋光秋
【委　員】服部雅温（副委員長）、片川昌弘、石山詔士、

大石輝代史、石切山恭明、望月厚、堀内金作
【事務局】橋本東事務所長、

鍋田東事務所副所長、志賀主査、
鈴木主事、天野嘱託員、宮本嘱託員、
久保田嘱託員

【所掌事項】
⑴家事援助等福祉サービス事業に関すること
⑵当該事業の開拓及び提供に関すること
⑶当該事業に関係する研修及び能力開発に関すること
⑷当該事業に関係する開発及び運営に関すること
⑸当該事業への就業に関係する相談に関すること
【委員長】山田君代
【委　員】森恵美子（副委員長）、松永公子、山田千代、

長島志保、森浦満理子、浅場邦代
【事務局】橋本東事務所長、川口西事務所長、

佐藤主任主事、多々良嘱託員

【所掌事項】
⑴安全就業及び交通安全の普及に関すること
⑵各種講習会の実施に関すること
⑶その他安全就業のための必要なこと
【委員長】川口西事務所長（安全就業推進員）
【委　員】鍋田東事務所副所長

（副委員長・安全就業推進員）、
秋山知常務理事、川口令子、望月充、
髙橋光秋、山田君代

【事務局】橋本次長兼東事務所長、澤西主査

家事援助専門委員会
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年に一度は 健康診断
　健康診断は、自身の健康状態を確認し、からだの異常を早期に発見できるチャンス
です。とくに、生活習慣病などの病気は、発症初期や予備軍の段階では、ほとんど自覚症状があ
りません。ご自身の健康維持のため、またご家族や地域の安心のためにも、年に１回、健康診断
を必ず受診してください。

　検査結果を見るときは、各検査で何がわかるのかを理解することも大切です。高血圧症や糖尿
病などの生活習慣病は、食事や運動、喫煙、飲酒などのライフスタイルが大きな影響を及ぼして
います。

健康診断を受けて終わりではなく、その結果を
生活改善に取り組む際のヒントとして活用しましょう！
健康診断を受けて終わりではなく、その結果を
生活改善に取り組む際のヒントとして活用しましょう！

●１年前のデータと比較して、数値の変化を確認してください。
●医師等による問診の際、からだの不調や気になる症状があれば相談できます。

事 故 発 生 状 況

件数 事故の状況 傷 害 の 程 度

１ 苺のパック詰め作業中、空の木箱を片付けようとした際に足が滑り、隣のテーブルの金具
に左肩を強打し、転倒した。 左肩打撲

２ ブロアーを使用し枯葉の清掃作業中、正面に向かって右方向に横移動している際、石に躓
き転倒した。 右大腿骨骨折

３ チェーンソーを使用し枝を切り落としたところ、切り落とした枝がチェーンソーに当たり、刃
の向きが変わった。これにより、刃が左腕にあたり負傷した。 左前腕12針の縫合

４ 木材を束ねてラップで巻く作業中、ラップを切ろうとカッターナイフを使用したところ、
誤って自分の右手親指を切った。（派遣） 右手親指３針の縫合

【①傷害事故　就業中】

件数 事故の状況 賠　償　額　等

１ 道路に面した畑の草刈を草刈機（チップソー）で作業中、石を飛ばし、走行中の車の窓ガ
ラスを損傷した。

対　象：自動車左後方窓ガラス
賠償額：133,265円

２
センター所有トラックを駐車場から出庫する際、駐車してある会員の軽自動車に接触させ
た。これにより、会員の軽自動車のバンパー部分を破損させた。また、センター所有トラッ
クのリヤー部分を破損させた。

対　象：軽自動車バンパー
賠償額：157,454円

【③賠償事故】

件数 事故の状況 傷 害 の 程 度

１
清掃作業中、頭が痛いと言った後、身体がふらついたので一緒に就業していた会員が椅子
に座らせたが、気持ちが悪いと言って机にうつぶせになった。就業先の責任者が救急車を
呼び、病院へ搬送。くも膜下出血と診断され、ひと月後に亡くなられた。

くも膜下出血
（死亡）

※就業中の持病による重篤事案

件数 事故の状況 傷 害 の 程 度

１ 就業先から自転車で帰宅途中、後方から来る自動車を避けようと道路隅を走行したが、運
転操作を誤り用水路へ転落した。その際、水路側面に左腹を打ち付けた。 左肋骨骨折、左足首捻挫

【②傷害事故　就業途上・帰路】

（令和８年４月～７月末日） 
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静岡県シルバー人材センター連合会　静岡市事務所　衛生委員会
　当センターは、静岡県シルバー人材センター連合会静岡市事務所として、派遣事業を行っています。
令和７年度は379名の会員の皆さまが派遣労働者として就業されました。
　衛生委員会は、常時50名以上の労働者を使用する事業所ごとに設置が義務付けられています。委
員会は毎月開催しており、令和８年度第１回以降の議題等は次のとおりです。

■衛生委員会審議事項等
　衛生委員会では、毎月の派遣事業実績の報告、長
時間就業のほか、下記の議題等について意見交換を
しました。なお、衛生委員会で扱った議題の詳しい
情報を、会員専用ページ「Smile to Smile」に掲載
していますので、ご覧いただき、ご活用ください。

■第１回現場訪問
　令和８年６月に実施しました。現場訪問
では、派遣会員が契約に基づき、適正かつ
安全に就業できているか等の確認を行いま
した。
　伺った派遣先では、会員と派遣先社員の
コミュニケーションがよく取れており、良
好な関係の中で、安全にも十分注意して就
業している様子が見られました。

■キャリアアップ研修
　本年度も、会員の皆さまが安心・安全に
働けるよう、キャリアアップ研修の開催を
この秋に予定しています。
　本年度は、「接遇マナーとクレーム対応」
をテーマに実施する予定です。トラブルを
未然に防ぐためのマナー意識の向上と、万
が一のクレームにも焦らず対処できる方法
等を学べる内容となります。
　現場で役立つ知識が身に付く内容となり
ますので、ぜひご参加ください。

カラオケ機材の入出庫準備作業

【衛生委員会委員】
秋山事務局長、土屋和弘（産業医）、渡辺まち子（派遣会員）、
望月豊（派遣会員）、稲葉副主幹（衛生管理者）
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職職
場場
訪訪
問問

用
宗
海
岸
海
水
浴
場

静
岡
市
昭
和
100
年
の
あ
ゆ
み

〜
旧
清
水
市
編
①
〜

特特
集集

用宗海岸

漂着したごみの中に夏ミカンがありました

松林の清掃作業

南極探査船「しらせ」寄港。砕氷艦として活躍

７
月
下
旬
、
用
宗
海
岸
及
び
海
岸
沿

い
の
松
林
で
の
清
掃
作
業
を
し
て
い
る

会
員
４
名
の
皆
さ
ん
を
訪
ね
ま
し
た
。

静
岡
市
中
心
地
か
ら
近
い
用
宗
海
岸

は
、約
１
．５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ

て
続
い
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
用
宗
駅
か
ら

は
徒
歩
で
行
け
る
海
水
浴
場
と
し
て
愛

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
美
し
い
初
日
の
出

の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
ご
承
知
の
と

お
り
、し
ら
す
が
有
名
で
も
あ
り
ま
す
。

４
名
の
皆
さ
ん
は
、
長
房
会
員
と
山

崎
会
員
チ
ー
ム
、
青
島
会
員
と
牧
野
会

員
チ
ー
ム
の
２
組
に
分
か
れ
て
作
業
を

し
て
い
ま
し
た
。

作
業
期
間
は
海
開
き
の
期
間
を
含
む

７
月
19
日
か
ら
８
月
24
日
ま
で
の
土
曜

日
を
除
く
32
日
間
で
す
。
自
宅
か
ら
各

自
、
車
や
バ
イ
ク
で
現
地
入
り
し
、
８

時
30
分
か
ら
12
時
30
分
の
一
日
４
時
間

の
作
業
を
し
て
い
ま
す
。
雨
天
の
場
合

も
、
カ
ッ
パ
を
着
用
し
て
作
業
を
行
い

ま
す
。

猛
暑
の
中
で
の
作
業
の
た
め
、
皆
さ

ん
熱
中
症
対
策
を
万
全
に
、
１
時
間
お

き
に
10
分
ほ
ど
の
休
憩
を
入
れ
て
実
施

し
て
い
る
よ
う
で
す
。

作
業
は
、
最
初
に
約
１
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
海
岸
の
ご
み
収
集
を
行
い
ま
す
。

回
収
し
た
ご
み
は
、
打
ち
上
げ
ら
れ
た

人
工
物
、
流
木
、
海
藻
、
捨
て
ら
れ
た

空
き
瓶
、
空
き
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

手
持
ち
花
火
の
カ
ス
、
ビ
ニ
ー
ル
、
紙

袋
等
、
様
々
な
物
が
袋
の
中
に
は
入
っ

て
い
ま
し
た
。
次
に
松
林
に
移
動
し
、

松
ぼ
っ
く
り
や
松
葉
集
め
、
除
草
作
業

を
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ご
み
を
専
用
の

ご
み
袋
に
入
れ
、
業
者
に
渡
す
よ
う
に

し
て
い
ま
し
た
。
参
考
ま
で
に
１
袋
持

た
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
か
な
り
の

重
量
が
あ
り
、
多
い
と
き
は
20
袋
以
上

に
な
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

リ
ー
ダ
ー
の
長
房
会
員
、
青
島
会
員

は
２
年
目
、
山
崎
会
員
、
牧
野
会
員
は

今
夏
か
ら
始
め
た
ば
か
り
と
の
こ
と
で

す
。
４
人
の
皆
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
に
猛

暑
の
中
、
大
変
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま

し
た
が
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
綺

麗
に
し
て
、
楽
し
く
作
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。“
不

浄
を
浄
に
す
る
”
精
神
は
素
晴
ら
し
い

で
す
。夏
の
期
間
の
作
業
と
い
え
ど
も
、

強
烈
な
日
差
し
を
浴
び
な
が
ら
熱
心
に

取
り
組
ん
で
い
る
皆
さ
ん
に
頭
が
下
が

り
ま
し
た
。
期
間
中
、
く
れ
ぐ
れ
も
健

康
第
一
に
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。
取
材
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

編
集
委
員
　
川
口
令
子・矢
田
多
摩
子・

　
　
　
　
　
小
俣
真
知
子

　

清
水
港
は
駿
河
湾
奥
に
位
置
し
、
南

に
三
保
半
島
が
突
き
出
し
強
い
波
や
風

を
さ
え
ぎ
る
天
然
の
良
港
で
あ
る
。
戦

国
時
代
、
水
軍
の
要
衝
で
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
漁
船
、
千
石
船
な
ど
数
多
く
出

入
港
し
た
賑
わ
い
が
う
か
が
え
る
。
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缶詰マークの見方。缶詰博物館にて

興津埠頭コンテナヤード。日の出埠頭から
コンテナ基地のガントリークレーンが見える

マリンターミナルにて、
クルーズ客船乗客の着物着付けの様子

　

明
治
初
期
か
ら
地
元
関
係
者
の
尽
力

に
よ
っ
て
港
湾
整
備
が
進
み
、
昭
和
27

年
（
１
９
５
２
）
特
定
重
要
港
湾
に
指

定
さ
れ
、物
流
の
一
大
拠
点
と
な
っ
た
。

清
水
市
の
誕
生

　

大
正
13
年
（
１
９
２
４
）
１
月
江
尻

町
、
辻
町
が
入
江
町
に
編
入
、
１
月
30

日
、
入
江
町
、
清
水
町
、
不
二
見
村
、

三
保
村
の
４
カ
町
村
を
廃
止
し
、
そ
の

区
域
に
清
水
市
を
置
く
許
可
が
県
に
届

い
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
合
併
に
対
し

市
制
反
対
運
動
が
起
こ
っ
て
い
た
こ
と

も
記
録
に
残
さ
れ
て
い
る
。

　

昭
和
29
年（
１
９
５
４
）庵
原
郡
飯
田

村
、
高
部
村
、
30
年
に
安
倍
郡
有
度
村

を
編
入
、
そ
の
後
も
36
年
（
１
９
６
１
）

興
津
町
、
袖
師
町
、
庵
原
村
、
小
島

村
、
両
河
内
村
を
編
入
、
こ
れ
に
よ
り

面
積
２
２
６
キ
ロ
平
方
メ
ー
ト
ル
、
人

口
19
万
９
千
余
人
と
な
っ
た
。そ
の
後
、

静
清
合
併
を
含
め
令
和
６
年
、
清
水
市

誕
生
か
ら
１
０
０
年
に
な
っ
た
。

港
湾
産
業
と
貿
易

　

港
湾
都
市
の
立
地
を
生
か
し
、
周
辺

に
は
木
材
、
食
品
、
造
船
、
機
械
な
ど

多
く
の
会
社
、
工
場
が
操
業
し
て
い

る
。
海
運
で
の
原
材
料
は
移
動
時
間
も

短
く
、
製
品
、
製
造
現
場
へ
と
届
き
効

率
よ
く
商
品
が
完
成
し
て
い
る
。
輸
出

品
は
現
在
ほ
と
ん
ど
が
コ
ン
テ
ナ
輸
送

に
代
わ
っ
て
い
る
。

　

静
岡
で
の
お
茶
の
輸
出
は
明
治
初

期
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ま
で

は
横
浜
港
か
ら
欧
米
へ
と
大
型
船
で

運
ば
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
明
治
39
年

（
１
９
０
６
）
清
水
か
ら
直
接
、
大
型

船
に
積
み
荷
で
き
る
よ
う
働
き
か
け
、

時
間
と
労
力
を
大
き
く
節
減
し
躍
進
の

ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
茶
の
輸
出

は
年
々
増
加
、大
正
６
年
（
１
９
１
７
）

に
は
全
国
茶
輸
出
の
77
％
を
占
め
名
実

と
も
に
輸
出
産
品
の
稼
ぎ
頭
と
な
っ

た
。

　

清
水
港
は
貿
易
港
で
あ
り
、
ま
た
優

れ
た
漁
港
で
も
あ
る
。
遠
洋
、
近
海
と

魚
種
も
豊
富
、
冷
凍
マ
グ
ロ
の
水
揚
げ

で
は
現
在
日
本
一
の
数
量
を
誇
っ
て
い

る
。
昭
和
４
年
（
１
９
２
９
）
マ
グ

ロ
缶
詰
を
開
発
、
製
品
化
が
ス
タ
ー

ト
、
翌
年
に
は
輸
出
も
始
め
て
い
る
。

同
時
期
地
元
の
ミ
カ
ン
を
使
っ
た
ミ
カ

ン
缶
詰
も
輸
出
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
33

年
（
１
９
５
８
）
は
ご
ろ
も
罐
詰
が
マ

グ
ロ
油
漬
缶
詰
シ
ー
チ
キ
ン
を
商
標
登

録
、
人
気
商
品
と
な
っ
た
。

　

貿
易
港
の
ネ
ッ
ク
で
あ
っ
た
船
荷
の

積
み
下
ろ
し
の
合
理
化
が
進
み
、
コ
ン

テ
ナ
輸
送
に
変
化
、
清
水
港
に
お
い
て

も
興
津
埠
頭
の
建
設
、
ヤ
ー
ド
、
ガ
ン

ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
の
設
置
な
ど
新
し
い

港
の
風
景
と
な
っ
た
。

　

輸
出
品
も
地
元
だ
け
で
は
な
く
、
他

都
市
の
種
々
様
々
な
製
品
が
輸
出
さ
れ

て
い
る
。

空
襲
と
大
災
害

　

昭
和
20
年
（
１
９
４
５
）
７
月
７
日

の
Ｂ
29
に
よ
る
空
襲
、
焼
夷
弾
投
下
が

あ
っ
た
。
前
年
12
月
以
来
11
回
の
空
襲

と
合
わ
せ
死
傷
者
千
人
以
上
、
罹
災
家

屋
約
９
千
戸
、
市
街
地
は
大
半
が
罹
災

し
た
。
同
年
７
月
30
日
に
は
潜
水
艦
の

侵
入
砲
撃
に
よ
っ
て
相
生
町
、
仲
町
の

家
屋
50
戸
が
破
壊
さ
れ
て
い
る
。

　

大
正
12
年
（
１
９
２
３
）
の
関
東
大

震
災
で
は
、
避
難
民
の
輸
送
に
船
が
大

活
躍
し
、
避
難
者
収
容
所
の
設
置
、
炊

事
、
介
護
な
ど
で
感
謝
さ
れ
た
。

　

昭
和
49
年（
１
９
７
４
）７
月
台
風

８
号
の
豪
雨
は
、「
七
夕
豪
雨
」
と
称

し
て
、
巴
川
ほ
か
各
河
川
は
氾
濫
、

家
屋
へ
の
浸
水
多
く
、
被
害
総
額
は

２
５
３
億
円
に
達
し
た
大
災
害
と
な
っ

た
。

編
集
委
員
　
青
柳
清
治

参
考
文
献
「
清
水
史
年
表
」
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会員互助会活動報告【 】
　令和８年５月14日開催の令和８年度第１回会員互助会役員会において、令和７年度事業報告及
び収支決算の承認並びに、令和８年度事業計画及び収支予算が決定しましたので、本会報誌にて会
員の皆さまにご報告します。
　また、新任役員が選任されましたので、併せてご報告します。

■令和７年度事業報告
１　給付事業
77歳祝金　53件	 159,000円
病気見舞金 ０件	 ０円
弔慰金　　 ６件	 30,000円
２　意識向上、親睦融和の事業
日帰り旅行（諏訪大社上社本宮・諏訪高島城）
令和７年11月５日（水）・９日（日）
参加者計54人
３　文化活動事業（助成金支給団体）
親墨会（書道同好会）、静岡市ＳＣカラオケ同好会、
ゴルフクラブ同好会、グランドゴルフ同好会、
健康麻雀同好会、小さな旅同好会、
ボランティア同好会
４　その他
　・センター入会説明会での入会案内及び同好会
	 勧誘チラシの配布　年44回
　・センター会報誌「シルバーしずおか」での
	 互助会活動のＰＲ　年２回

＜収入の部＞ 単位：円
科　　目 当初予算額 決 算 額
会 費 793,000 671,000
負 担 金 720,000 434,000
雑 収 入 1,000 2,697
当期収入合計 1,514,000 1,107,697
前期繰越額 1,352,737 1,352,737
収 入 合 計 2,866,737 2,460,434
＜支出の部＞
慶 弔 費 337,000 189,000
親睦旅行費 920,000 680,705
助 成 費 96,000 79,200
印刷製本費 40,000 33,000
事 務 費 90,000 77,192
消 耗 品 費 17,000 11,639
会 議 費 111,000 103,500
賃 借 料 0 0
予 備 費 1,255,737 0
当期支出合計 2,866,737 1,174,236
次期繰越額 1,286,198

■令和７年度収支決算書

■令和８年度事業計画
１　給付事業
　慶事祝金、病気見舞金、弔慰金の給付
２　意識向上、親睦融和の事業
　親睦旅行の実施
３　文化活動事業
　会員趣味同好会への助成
４　その他
　・センター入会説明会での入会案内及び同好会
	 勧誘チラシの配布
　・センター会報誌「シルバーしずおか」での
	 互助会活動のＰＲ

■令和８年度収支予算書
＜収入の部＞ 単位：円
科　　目 予 算 額 前年度増減額
会 費 646,000 -147,000
負 担 金 880,000 160,000
雑 収 入 2,500 1,500
当期収入合計 1,528,500 14,500
前期繰越額 1,286,198 -66,539
収 入 合 計 2,814,698 -52,039
＜支出の部＞
慶 弔 費 265,000 -72,000
親睦旅行費 1,100,000 180,000
助 成 費 96,000 0
印刷製本費 40,000 0
事 務 費 90,000 0
消 耗 品 費 17,000 0
会 議 費 130,500 19,500
賃 借 料 0 0
予 備 費 1,076,198 -179,539
当期支出合計 2,814,698 -52,039
当期収支差額 -1,286,198 66,539
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日帰り親睦旅行 参加者募集！

互助会会員であれば、どなたでもご参加いただけます。新たな出会いの場として、また、
就業先のお仲間等の懇談の場として、ぜひご参加ください。この機会の入会もＯＫです！

【日程・定員】 ①平日 令和８年１１月 ６日(金) 定員４０名
②週末 令和８年１１月１４日(土) 定員４０名

【参加負担金】 ①②ともに１１，０００円
※定員に満たない場合、互助会会員以外も参加可（負担金13,000円）

【受 付 日 時】 １０月６日(火)・７日(水)　９時～１５時まで
※定員になり次第、締め切り

【受 付 場 所】 東事務所または西事務所
※所定の用紙に必要事項を記入し、参加負担金を添えて、お申込みください。

【注 意 事 項】 ・電話での仮予約は行いません。
・参加負担金の支払いをもって、申込み完了です。
・受付には、ご本人が来所してください。
　ただし、お二人で相席したい場合は、代表者でも構いません。

会員互助会新役員紹介【 】

　会員互助会は、センター会員のための福利厚生を行う任意団体です。
　多くのセンター会員の皆さまに入会いただき、就業以外の楽しみの一つとして、互助会活動にご
参加いただけるよう、今後も活動を続けていきます。
　新規入会、再入会ともに随時受け付けていますので、お気軽にセンター事務局へお問い合わせく
ださい。
　皆さまのご入会を、役員一同、お待ちしています！

会 員 互 助 会
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事
務
局
か
ら
の

　
　

 

お
知
ら
せ

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
現
在
、
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
会
員
専
用

ペ
ー
ジ
「
Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ 

ｔ
ｏ
　
Ｓ

ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
」
を
活
用
し
、
会
員
の
皆

さ
ま
に
様
々
な
情
報
を
提
供
し
て
い

ま
す
が
、
こ
の
度
、
セ
ン
タ
ー
の
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
へ
の
情
報
掲
載
と
同
時
に
会
員

の
皆
さ
ま
に
通
知
を
す
る
こ
と
が
で

き
、
い
ち
早
く
最
新
の
情
報
を
ご
確

認
い
た
だ
け
ま
す
。
講
習
会
の
ご
案

内
や
緊
急
の
お
知
ら
せ
、
イ
ベ
ン
ト

情
報
な
ど
、
皆
さ
ま
に
有
益
な
情
報

を
お
届
い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

友
だ
ち
追
加
し
て
い
た
だ
き
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

　
登
録
方
法
等
は
、
別
途
、
班
長
会

を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
退
　
職（
令
和
８
年
６
月
30
日
付
）

本
部
事
務
局

　
非
常
勤
嘱
託
員
　
　
中
村
　
好
美

◆
採
　
用（
令
和
８
年
７
月
１
日
付
）

本
部
事
務
局

　
非
常
勤
嘱
託
員
　
　
西
澤
重
利
子

◆
退
　
職（
令
和
８
年
７
月
12
日
付
）

東
事
務
所

　
非
常
勤
嘱
託
員
　
　
望
月
千
夏
子

◆
採
　
用（
令
和
８
年
７
月
13
日
付
）

東
事
務
所

　
非
常
勤
嘱
託
員
　
　
澤
野
さ
と
み

◆
退
職
（
令
和
８
年
７
月
13
日
付
）

東
事
務
所

　
就
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
兼
就
業
開
拓
員

益
田
　
隆
久

◆
採
　
用（
令
和
８
年
７
月
29
日
付
）

東
事
務
所

　
就
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
兼
就
業
開
拓
員

前
中
　
尚
美

◆
昇
　
任（
令
和
８
年
６
月
19
日
付
）

事
務
局
長
　
秋
山
知（
事
務
局
次
長
）

ひ
さ
み

さ
と
る

え
り
こ

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
に

ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
企
業
・

団
体
の
皆
様
で
す
。
今
後
と
も
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

は
ご
ろ
も
フ
ー
ズ
株
式
会
社

鈴
与
株
式
会
社

清
水
農
業
協
同
組
合

株
式
会
社
清
水
銀
行

レ
ン
ゴ
ー
株
式
会
社
清
水
工
場

株
式
会
社
天
野
回
漕
店

静
岡
商
工
会
議
所

日
本
ケ
ミ
カ
ル
工
業
株
式
会
社

天
幸
興
業
株
式
会
社

株
式
会
社
ム
ラ
マ
ツ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

株
式
会
社
コ
ウ
ノ

清
文
堂

中
央
観
光
ト
ラ
ベ
ル
株
式
会
社

株
式
会
社
シ
バ
タ
工
機

公
益
財
団
法
人
静
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

丸
大
食
品
株
式
会
社
中
部
営
業
部
静
岡
営
業
所

（
登
録
順
）

　『就
業
報
告
書
』
は
作
業
終
了
後

速
や
か
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
会
員
業
務
委
託
料
等
の
振
込
先
口

座
の
変
更
は
、
お
近
く
の
事
務
所
で

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
電
話
で

の
変
更
は
受
付
け
て
お
り
ま
せ
ん
。
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